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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年5月7日(2020.5.7)

【公開番号】特開2017-192707(P2017-192707A)
【公開日】平成29年10月26日(2017.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2017-041
【出願番号】特願2016-257097(P2016-257097)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３４　
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発射手段と、
　該発射手段によって発射された遊技球が流下する流下領域と、
　該流下領域の所定の領域を通過した遊技球を検知する複数の所定検知手段と、
　該複数の所定検知手段と電気的に接続され、遊技に対する遊技価値を付与するための処
理を実行する遊技価値付与手段と、
　該遊技価値付与手段と電気的に接続され、所定の処理を実行する処理実行手段と、
を備える遊技機であって、
　前記遊技価値付与手段は、
　前記遊技に対する遊技価値を付与するための処理に用いられる情報であって、前記所定
検出手段の検出に対して参照される参照用情報を記憶する第１参照用情報記憶手段と、
　当該遊技機への電力の所定の供給が開始された後であって遊技を進行させるための所定
処理の実行を開始する前に、前記第１参照用情報記憶手段に記憶されている前記参照用情
報に対応した参照用情報信号を前記処理実行手段に対して送信する第１送信手段と、
　前記所定検知手段による検知に基づいて取得された情報である入球情報に基づく所定情
報信号を前記処理実行手段に対して送信する第２送信手段と、
　を備え、
　前記処理実行手段は、
　前記遊技価値付与手段から送信された前記参照用情報信号に対応した参照用情報を記憶
する第２参照用情報記憶手段と、
　前記第２送信手段から送信された前記所定情報信号と、前記第２参照用情報記憶手段に
記憶された前記参照用情報とに基づいて前記所定の処理を実行する実行手段と、
　該実行手段による前記所定の処理の処理結果に関する情報である処理結果情報を記憶す
る処理結果情報記憶手段と、を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より、複数の入賞口が設けられた遊技領域へ、遊技媒体を発射手段により発射し、
その遊技媒体がいずれかの入賞口に入賞すると、入賞した入賞口に対して予め定められた
数の遊技媒体が遊技者に払い出される遊技機がある（例えば、特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　さて、その入賞口への遊技媒体の入賞に対して、何らかの影響が及ぼされると、設計通
りの遊技が行われない可能性がある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、入賞口への遊技媒体の入賞に対する
影響を好適に発見可能な遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、発射手段と、該発射手段によって
発射された遊技球が流下する流下領域と、該流下領域の所定の領域を通過した遊技球を検
知する複数の所定検知手段と、該複数の所定検知手段と電気的に接続され、遊技に対する
遊技価値を付与するための処理を実行する遊技価値付与手段と、該遊技価値付与手段と電
気的に接続され、所定の処理を実行する処理実行手段と、備えるものであって、前記遊技
価値付与手段は、前記遊技に対する遊技価値を付与するための処理に用いられる情報であ
って、前記所定検出手段の検出に対して参照される参照用情報を記憶する第１参照用情報
記憶手段と、当該遊技機への電力の所定の供給が開始された後であって遊技を進行させる
ための所定処理の実行を開始する前に、前記第１参照用情報記憶手段に記憶されている前
記参照用情報に対応した参照用情報信号を前記処理実行手段に対して送信する第１送信手
段と、前記所定検知手段による検知に基づいて取得された情報である入球情報に基づく所
定情報信号を前記処理実行手段に対して送信する第２送信手段と、を備え、前記処理実行
手段は、前記遊技価値付与手段から送信された前記参照用情報信号に対応した参照用情報
を記憶する第２参照用情報記憶手段と、前記第２送信手段から送信された前記所定情報信
号と、前記第２参照用情報記憶手段に記憶された前記参照用情報とに基づいて前記所定の
処理を実行する実行手段と、該実行手段による前記所定の処理の処理結果に関する情報で
ある処理結果情報を記憶する処理結果情報記憶手段と、を備える。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の遊技機によれば、発射手段と、該発射手段によって発射された遊技球が流下す
る流下領域と、該流下領域の所定の領域を通過した遊技球を検知する複数の所定検知手段
と、該複数の所定検知手段と電気的に接続され、遊技に対する遊技価値を付与するための
処理を実行する遊技価値付与手段と、該遊技価値付与手段と電気的に接続され、所定の処
理を実行する処理実行手段と、備えるものであって、前記遊技価値付与手段は、前記遊技
に対する遊技価値を付与するための処理に用いられる情報であって、前記所定検出手段の
検出に対して参照される参照用情報を記憶する第１参照用情報記憶手段と、当該遊技機へ
の電力の所定の供給が開始された後であって遊技を進行させるための所定処理の実行を開
始する前に、前記第１参照用情報記憶手段に記憶されている前記参照用情報に対応した参
照用情報信号を前記処理実行手段に対して送信する第１送信手段と、前記所定検知手段に
よる検知に基づいて取得された情報である入球情報に基づく所定情報信号を前記処理実行
手段に対して送信する第２送信手段と、を備え、前記処理実行手段は、前記遊技価値付与
手段から送信された前記参照用情報信号に対応した参照用情報を記憶する第２参照用情報
記憶手段と、前記第２送信手段から送信された前記所定情報信号と、前記第２参照用情報
記憶手段に記憶された前記参照用情報とに基づいて前記所定の処理を実行する実行手段と
、該実行手段による前記所定の処理の処理結果に関する情報である処理結果情報を記憶す
る処理結果情報記憶手段と、を備えるので、入賞口への遊技媒体の入賞に対する影響を好
適に発見できるという効果がある。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０７１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０７１５】
　なお、上記各実施形態に記載の「球」が特許請求の範囲の「遊技媒体」に対応し、上記
各実施形態に記載の「役物比率」が特許請求の範囲の「払出手段により払い出された前記
遊技媒体の数に対する、前記第１入賞口への入賞に基づいて払い出された前記遊技媒体の
数の比率」に対応し、上記各実施形態に記載の「連続役物比率」が特許請求の範囲の「払
出手段により払い出された前記遊技媒体の数に対する、前記第２入賞口への入賞に基づい
て払い出された前記遊技媒体の数の比率」に対応する。
　（その他）
　従来より、複数の入賞口が設けられた遊技領域へ、遊技媒体を発射手段により発射し、
その遊技媒体がいずれかの入賞口に入賞すると、入賞した入賞口に対して予め定められた
数の遊技媒体が遊技者に払い出される遊技機がある。また、入賞口の一部には、役物が設
けられ、その役物の作動によって遊技媒体の入賞に影響が及ぼされるものがある（例えば
、特許文献１：特開２００３－３４００４６号公報）。
　さて、不正行為者の中には、役物が設けられた入賞口の該役物を不正に作動させたり、
その入賞口へ遊技媒体が入賞するように誘導したりして、役物が設けられた入賞口への入
賞を増やそうとするものがいる。しかしながら、このような不正行為を発見する対応が不



(4) JP 2017-192707 A5 2020.5.7

十分である。
　本技術的思想は、上記事情に鑑みてなされたものであり、不正行為の発見を好適に行う
ことが可能な遊技機を提供することを目的とする。
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